
⼤学の先⽣による授業を受けるのは初め

てだったので、少し緊張していました

が、中井先⽣の専⾨性の⾼い、興味深い

内容の講義に引き込まれていきました。

１回⽬はアタッチメントのお話。⾚ちゃ

んにとっても重要だけど、⼤⼈にとって

も他⼈とのつながりはとても⼤切なのだ

と科学的に説明していただきました。

  ここで問題です！

胎児がお腹の中で笑っています。

さてお⺟さんは何をしたでしょうか？？

答えは…次回に載せますね！

２回⽬はタッピングタッチのお話。背中

や肩をそーっとタッチすることで、あら

不思議！リラックスしていつの間にか寝

てしまう⼈続出！！ポイントはゆっく

り、やさしく、ていねいにです。なかな

か寝付けなくて苦労していた被災地でも

実際にされていたようです。タッチを通

して⾃分と他⼈を⼤切にすることを学ぶ

ことができました。

５⽉７⽇,14⽇(⽔)に１年６組特⾊類型クラ

スの総合的な探究の時間に⾼⼤連携授業を

⾏いました。今回の講師は神⼾松蔭⼤学 

教育学部教育学科の中井和弥先⽣です。講

義テーマは「⾚ちゃんから学ぶ「他⼈との

つながり」」,「タッチを⽤いたケア」で

す。
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